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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　４月　２６日　（月）
司会者　川守田　弘子　　　記録　富澤　美智子
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する事。

＜連絡事項＞

・103号室の壁紙が剥がれてきており、修理伝票作成しています。本日提出しています。

・検体(採血)の取り扱いについて、指示があった際には必ず検査ファイルへ記載し、翌日伝票が戻ってきているか確認を行っていきましょう。無い場合は、検査技師の机や薬局も方も確認するようにして下さい。

・遅番者用駐車場に設置している「八戸動物病院」の看板を取り外す作業を4/27に行うので、当日は看板前の駐車スペースには停めないようにして下さい。駐車している車があれば、移動して頂きます。

　
・業者より連絡があり、5/17（月）の床屋はお休みとなります。

・明日より面談を開始します。能力開発カードの作成を済ませておくようにしてください。面談時間一覧はＢユニットスタッフオフィスにあります。

＜患者様連絡事項＞

・坂本　和子様～CRP　7.8と高値となっています。抗生剤服用中の為、様子観察とのことです。37℃以上の発熱続いている為、引き続き身体状態観察行っていきましょう。

・岩沢　薫様～本人より下痢訴えあり、臨時処方となっていた下剤が止めとなっています。排便状態や腹部状態観察行い、便秘傾向となってきた際には主治医へ報告していきましょう。

・佐々木　みね様～本日、精神神経用剤(ハロマンス(50))1A筋注施行しています。精神症状観察行っていきましょう。次回実施は5/24(月)予定となっています。

・吉田　光男様～発熱ありませんが、感冒症状続いている為、漢方薬(ツムラ葛根湯)が各食前で2日分処方となっています。

・中村　清枝様～発熱ありませんが、感冒症状続いている為、総合感冒薬(PL)が各食後2日分処方となっています。

・北山　和子様～発熱なく経過していることから、発熱時の予測指示が止めとなっています。また、本日昼より食事(ミキサー・トロミ食半量)を試しで行っています。むせ込み見られなった為、主治医へ情報提供行っていきます。

・小山　正好様～身体状態管理必要な為、南Dユニット209号室→南Bユニット101号室へ移動予定となっています。

＜週間連絡＞

4/26(月)　佐々木　みね様　ハロマンス注射実施

部署懇談会　18：00～　ワシントンホテル(白神の間)

4/27(火)　リネン交換

　　　　 長根　矢一様　マーゲンチューブ交換

4/28(水)　皮膚科診察

　　　　 田名部Ｄｒ診察

4/30(金)　歯科診察

5/1(土)　 SST

＜お花見会について＞

院内お花見会ついて、桜の開花が遅れている為、実施の延期を、検討していましたが、ここ数日気温も高く、敷地内の桜も咲き始めている状況から、予定通り実施していきます。明日8：30より打ち合わせとなります。詳しくはBユニットに予定表があるので、メンバー表と時間を確認していきましょう。フロアの状況を見ながら担当スタッフ以外でも、参加出来るようであれば付添いを行っていきましょう。また、付き添いを行うスタッフは患者様の離院にも注意していきましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・角谷　育子様～トイレットペーパーに関しての固着あり、トイレットペーパーの収集が見られています。私物の確認を行っていきましょう。また、ロールにして持ち歩くことへのこだわりがあり、ゴミあさりも見られています。

所在確認もあわせて行っていきましょう。

・吉田　寿雄様～枕カバーの中やビニール袋の中に大量に、トイレットペーパーを持っていることあります。本人と話しをし、日中は枕を預かることとしています。統一した対応をして行きましょう。

・小山　正好様～同体位でいること多い為、褥瘡発生のリスクが高くなっています。日中は車椅子ばかり使用するのではなく、ベッド上にて横になる時間も設けていきましょう。また、自力での体位変換が行えない為、夜間は適宜対応するようにしましょう。







